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いずれも国が定めた基準内に収まり、
町の財政は健全な状態であると認め
られました。

健全化判断比率とは
　　財政の早期健全化や再生の必要
　　性を判断するための指標

資金不足比率とは
　　町の公営企業の資金不足をその
　　事業規模と比較して指標化した
　　もの

令和４年度決算総額は、
　　歳入が１６４億円
　　歳出が１６０億円
　　　　　　になりました。

一般会計とは
　　福祉や教育など住民に広く行わ
　　れる事業に係る会計のこと

特別会計とは
　　特定の事業を行う場合、一般会計
　　と区分して経理する会計のこと

◆特別会計の決算状況
会計区分 歳入決算額 歳出決算額

国 民 健 康 保 険 28 億　735 万円 27 億 5,283 万円
後期高齢者医療 2 億 5,093 万円 2 億 4,500 万円
介 護 保 険 19 億 4,349 万円 17 億 5,216 万円
中 央 土 地 区 画 8,377 万円 7,487 万円
農 業 集 落 排 水 2 億 9,549 万円 2 億 9,175 万円
下 水 道 4 億 5,998 万円 4 億 4,434 万円

◆水道事業会計の決算状況
区　分 収入決算額 支出決算額

収 益 的 会 計 4 億 7,981 万円 3 億 2,238 万円
資 本 的 会 計 818 万円 7 億 1,008 万円

◆八千代町の健全化判断比率
八千代町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 14.67％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 19.67％ 30.00％
実 質 公 債 費 比 率 6.8％ 25.0  ％ 35.0  ％
将 来 負 担 比 率 19.8％ 350.0  ％      －

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と
表示しています。

◆八千代町会計別資金不足比率
水道 下水道 農業集落排水 中央土地区画

資 金 不 足 比 率 － － － －
経営健全化基準 20.0％

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

自
主
財
源

依
存
財
源

歳入
101 億
1,680 万円

町税
28 億 6,890 万円

（28.4％）

寄附金
9 億 4,576 万円

（9.4％）

歳入決算額の内訳一般会計

地方交付税
19 億 6,114 万円

（19.4％）

     国庫支出金
14 億 9,109 万円

（14.7％）

町債 1 億 8,171 万円（1.8％）

      県支出金
6 億 7,762 万円（6.7％）

地方消費税交付金   5 億　112 万円（5.0％）
地方譲与税                1 億 5,107 万円（1.5％）
その他                        1 億　937 万円（1.0％）

財政状況のお知らせ 令和４年度決算状況
健全化判断比率および資金不足比率

令和５年第３回町議会定例会で、令和４年度の一般会計をはじめとする各会計の決算について審査され、決算
が認定されました。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく、健全化判断比率・資金不足比率と
令和４年度決算状況についてお知らせします。

※本文および図表などは、千の位を四捨五入しています。

歳出
94億

1,112 万円

民生費
28億 5,506 万円
（30.3％）

総務費
28 億 9,699 万円

（30.8％）

土木費
5 億 6,698 万円

（6.0％）

公債費
5 億 8,791 万円

（6.3％）

農林業費
6 億 6,192 万円

（7.0％）

衛生費
5 億 6,776 万円

（6.0％）

教育費
7 億 2,666 万円

（7.7％）

歳出決算額の内訳消防費　3 億8,246 万円（4.1%）
議会費　1 億 1,791 万円（1.3%）
その他　　　4,747 万円（0.5%）

特別会計

諸収入1 億 8,478 万円（1.8％）
繰入金1 億 7,130 万円（1.7％）
その他1 億 2,020 万円（1.2％）

健全化判断比率および資金不足比率

繰越金
7 億 5,275 万円

（7.4％）
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区　分 予算額 収入済額 執行率

町 税 26 億 5,827 万円   19 億 5,344 万円 73.5％

地 方 交 付 税 18 億 1,213 万円 13 億 1,896 万円 72.8％

国 庫 支 出 金 11 億 7,960 万円 3 億 4,766 万円 29.5％

県 支 出 金 7 億 6,524 万円 7,676 万円 10.0％

繰 入 金 4 億 2,117 万円 0 0

町 債 9,135 万円 0 0

そ の 他 24 億 8,684 万円 17 億 4,239 万円 70.1％

合 計 94 億 1,461 万円 54 億 3,922 万円 57.8％

区　分 予算額 支出済額 執行率

民 生 費 29 億 8,038 万円 10 億 7,087 万円 35.9％

総 務 費 23 億 2,320 万円 9 億 2,278 万円 39.7％

農林業費 7 億 9,979 万円 3 億　631 万円 38.3％

教 育 費 7 億 9,316 万円 3 億  　33 万円 37.9％

衛 生 費 6 億 8,060 万円 2 億 8,704 万円 42.2％

土 木 費 6 億 6,735 万円 2 億 3,042 万円 34.5％

公 債 費 6 億    491 万円 2 億 7,815 万円 46.0％

そ の 他 5 億 6,522 万円 3 億      96 万円 53.2％

合 計 94 億 1,461 万円 36 億 9,686 万円 39.3％

◎町有財産・基金の状況
土　地 684,581m2（道路・河川は含まない）

建　物 69,050m2

基　金　49 億 3,872 万円

◎�町債現在高
110 億 8,591 万円（特別会計を含む）

（内訳）
一般会計                                64 億 5,137 万円
  （内   臨時財政対策債   　36 億 3,057 万円）　　　
下水道事業会計                    24 億2,292 万円
農業集落排水事業会計        18 億5,622 万円
中央土地区画整理事業会計  2 億5,882 万円
水道事業会計                          　　9,658 万円

決算・予算執行状況に関する問い合わせ
財務課財政係　（内線３１２０）

❖一般会計

（令和５年９月 30日現在）
令和 5 年度の上半期（令和５年４月１日から令和５年 9 月 30 日まで）の予算執行状況がまとまりました。

　皆さんに納めていただいた大切な税金などが、どのように使われているのかをお知らせします。

令和５年度上半期予算執行状況

歳入 歳出

会計別 予算額
歳　入 歳　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 30 億 7,791 万円 10 億　618 万円 32.7％ 9 億 5,346 万円 31.0％

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 5,785 万円 9,136 万円 35.4％ 6,462 万円 25.1％

介 護 保 険 19 億 1,145 万円 9 億 4,752 万円 49.6％ 7 億 2,682 万円 38.0％

中 央 土 地 区 画 1 億 5,104 万円 1,387 万円 9.2％ 2,723 万円 18.0％

農 業 集 落 排 水 2 億 9,877 万円 1 億 4,176 万円 47.4％ 1 億 2,517 万円 41.9％

下 水 道 5 億　946 万円 1 億 8,772 万円 36.8％ 1 億 3,437 万円 26.4％

合　　計 62 億　648 万円 23 億 8,842 万円 38.5％ 20 億 3,167 万円 32.7％

❖特別会計

区　分 予算額 執行額 執行率

収 益 的 収 入 5 億 2,857 万円 2 億 4,900 万円 47.1％

収 益 的 支 出 4 億 2,157 万円 1 億　182 万円 24.2％

資 本 的 収 入 0 0 ー

資 本 的 支 出 2 億 6,249 万円 606 万円 2.3％

❖水道事業会計
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広告 広告

児童虐待かも？と思ったら

「１
い ち

８
は や

９
く

」
児童虐待に関する相談件数は毎年増加傾向にあり、深刻な状況が続いています。

児童虐待は、早急に解決すべき問題であり、子どもの「命」と「権利」、
そして「未来」は社会全体で守らなければなりません。

こども家庭庁では、11 月に「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施し、
児童虐待防止を推進します。

オレンジリボンたすきリレーを実施

　茨城県児童福祉施設協議会および茨城県要保護児童対策地域協議
会では、平成 25年から毎年 11月に「オレンジリボンたすきリレー」
を開催しています。これは、児童虐待防止の象徴であるオレンジリ
ボンをたすきに仕立ててリレーすることで、子ども虐待防止への関
心を高め、関係機関が協力することの大切さを訴えるものです。
　10月 12 日、児童養護施設自生園の松田恵美子施設長が役場庁議
室を訪れ、オレンジリボンの贈呈とリレーたすきの受け渡しが行わ
れました。このたすきは、県西・県南地区市町村と児童相談所を経
て 11月 2日に茨城県庁へ届けられます。

１８９（いちはやく）
※地域の児童相談所へつながります。
※連絡は匿名で行うことができ、内容に関する秘密は守
　られます。
※間違いがあっても、責任を問われることはありません。

　子育てに悩みや不安はつきものです。困っていることを
抱え込まずに、まずは下記までお気軽にご相談ください。

問い合わせ
こども家庭課こども家庭センター係　℡ 0296-48-1955（保健センター内）

子育ての悩みがある時は

児童相談所全国共通３桁ダイヤル

リレーたすきをかける松田施設長（右）
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詳細はこちら

茨城県結城郡八千代町菅谷502番地1
ＴＥＬ ０２９６－４８－２３１１
E-mail    sawaki-k@swk-g.co.jp
ＵＲＬ swk-g.co.jp

茨城県知事登録旅行業 第２－３１４

お申し込み・お問い合わせ
電話受付：平日9：00～18：00見て･触れて･味わって、大人も子供も楽しめる 「こんにゃくパーク」

群馬定番の焼き菓子「ガトーフェスタハラダ」でお買い物

コース

八千代町７：００発～こんにゃくパーク～めんたいパーク群馬～上里カンターレ（昼食）～ ｶﾞﾄｰﾌｪｽﾀﾊﾗﾀﾞ～八千代１７：２０頃着

【貸切バス代・昼食代を含む】

※自社バス（サワキ観光バス）バスガイト同行・最少催行人員２５名

見て･触れて･味わって、大人も子供も楽しめる見て･触れて･味わって、大人も子供も楽しめる 「こんにゃくパーク「こんにゃくパーク」

「上里カンターレ」ではイタリアンビュッフェと山型食パンのお土産付き！

※写真はイメージです

旅行代金
（おひとり様）

出発日：１２月１６日（土）・８,５００円（税込）

明太子の老舗が運営する明太子のテーマパーク「めんたいパーク群馬」

　10月 15日、下館運動公園で第 74回茨城県消防ポ
ンプ操法競技大会県西地区大会が開催されました。こ
の大会には、県西地区の市町５チームが参加。八千
代町からは第７分団（廣瀬裕一分団長）が出場し、見
事優勝を果たしました。また、個人では、指揮者の
上野赳男さん、１番員の霜田裕祐さん、３番員の山
口和人さん、４番員の沢木健太さんが優秀選手賞を
受賞しました。

第 74回消防ポンプ操法競技大会県西地区大会

八千代町消防団第７分団が優勝

【選手紹介】
指揮者　上野　赳男
１番員　霜田　裕祐
２番員　大久保龍輝
３番員　山口　和人
４番員　沢木　健太
補助員　小菅　正人

　10 月 8日、「第 45 回町民歩く会」を開催しました。
当日は、７歳から 82 歳までの約 50 人が参加。午前
5時に総合体育館を出発して朝日を浴びながら鬼怒
川にかかる長塚橋を渡り、高道祖神社（下妻市）と
筑波山口バスターミナル（つくば市）で休憩を取り
ながら筑波山神社まで歩きました。参加者は全員が
筑波山神社までを歩き切り、「完歩賞」の賞状を手に
しました。

４年ぶりの歩く会で全員が完歩！

第 45 回町民歩く会を開催
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Topicsまちの話題
町公式アプリを登録すると、
町公式 SNS が簡単に見ること
ができます。 iPhone 版 Android 版

キャンペーンの様子

９
月
21
日
、
交
通
安
全

協
会
八
千
代
支
部
（
沢
木

健
夫
支
部
長
）
と
下
妻
警

察
署
が
合
同
で
交
通
安
全

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

に
合
わ
せ
て
行
っ
た
も
の

で
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

や
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
を
呼
び
か
け
な
が

ら
、
啓
発
品
を
配
布
し
ま

し
た
。

交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め
る

交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

奉納相撲と踊りの様子

９
月
17
日
、
久
下
田
神
社

で
４
年
ぶ
り
と
な
る
秋
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
久
下
田
行
政

区
の
小
学
生
た
ち
が
、
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
古
く
か
ら

の
伝
承
事
業
で
あ
る
奉
納
相

撲
と
八
木
節
に
あ
わ
せ
た
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。
境
内

に
設
置
さ
れ
た
土
俵
で
の
相

撲
で
は
応
援
の
声
が
飛
び
交

い
、
華
麗
な
踊
り
に
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。 地

域
の
伝
統
行
事
を
大
切
に

久
下
田
神
社
で
秋
祭
り
を
開
催

令
和
５
年
度
栄
養
関
係
功

労
者
の
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

で
、
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会（
大
久
保
喜
代
子
会
長
）

が
多
年
に
わ
た
り
食
生
活
改

善
事
業
に
尽
力
し
た
優
良
な

地
区
組
織
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
９
月
11
日
、
受
賞

報
告
の
た
め
大
久
保
会
長
と

渡
邊
あ
つ
子
副
会
長
が
役
場

を
訪
れ
、
受
賞
の
喜
び
と
今

後
の
活
動
へ
の
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

文旦を食べる中結城小学校６年生の児童たち

９
月
21
日
、
町
内
小
中
学

校
の
給
食
で「
世
界
の
料
理：

台
湾
メ
ニ
ュ
ー
」
と
し
て

台
湾
の
代
表
的
な
料
理
で

あ
る
小
籠
包
、
青
菜
豆
腐

湯
と
台
湾
産
の
文
旦
が
登

場
し
ま
し
た
。
こ
の
文
旦

は
台
湾
の
農
糧
署
か
ら
無

償
で
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、

中
結
城
小
学
校
の
児
童
た

ち
は
「
甘
く
て
お
い
し
い
」

と
笑
顔
で
台
湾
の
味
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

世
界
の
味
を
給
食
で
味
わ
う

給
食
に
台
湾
産
の
文
旦
が
登
場

食
生
活
改
善
で
地
域
を
健
康
に

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
が
大
臣
表
彰

大久保会長（中央）と渡邊副会長（右）

古民家ミニツアーの様子

町
に
寄
贈
さ
れ
た
旧
中

山
家
住
宅
（
川
尻
）
の
一
般

公
開
イ
ベ
ン
ト
を
９
月
23

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
旧
中

山
家
住
宅
は
明
治
期
に
建

て
ら
れ
た
古
民
家
で
、
県

立
八
千
代
高
等
学
校
の
生

徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
ガ
イ
ド
を
務
め
る
古
民

家
ミ
ニ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、

参
加
者
に
古
民
家
の
活
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

歴
史
あ
る
建
物
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

旧
中
山
家
住
宅
の
一
般
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

100 歳を迎えた大久保さん（左）

今
年
度
88
歳
、
１
０
０
歳

を
迎
え
る
方
と
１
０
１
歳
以

上
の
方
に
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
お
祝
い
の
品
が
贈

ら
れ
ま
す
。
９
月
19
日
、
野

村
町
長
が
今
年
度
１
０
０
歳

を
迎
え
る
大
久
保
り
の
さ
ん

（
太
田
）
宅
を
訪
れ
、
お
祝

い
の
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
「
健
康
の
秘

訣
は
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と

と
毎
日
の
散
歩
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

敬
老
の
日
に
あ
わ
せ
長
寿
を
祝
う

野
村
町
長
が
敬
老
祝
い
に
訪
問
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広告

スポーツコーナー

スポーツ大会の結果

問い合わせ　スポーツ振興課スポーツ振興係
　　　　　　（総合体育館内）℡ 0296-48-2469

■第 24 回茨城県ジュニア剣道大会
〔と　き〕９月３日（日）
〔ところ〕ひたちなか市総合運動公園総合体育館
〔主　催〕茨城県剣道道場連盟
〔主な結果〕
勝ち抜き試合の部
準優勝　羽子田和眞（八千代剣道教室）

■第 15 回八千代町近隣バレーボールスポーツ少年団
交流大会
〔と　き〕９月９日（土）、10 日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ少年団、八千代町バレー
ボールスポーツ少年団
〔主な結果〕
男子・混合の部
優　勝　ＢＡＧＵＳ
準優勝　ファンタジスト
第３位　ゴールドブリッジ
第３位　筑波クラブ
女子の部
優　勝　Ｎ．ＶＥＮＵＳ

（敬称略）

広告

0296 -30 -5600

茨城県弁護士会所属：門井 節夫・関 健太郎・髙中 学・飯塚 夏樹・山本 大介

日野自動車 古河工場 
期間従業員大募集！！
しっかり稼げて誇れる仕事が、ここにあります。

0120-541-376

《ご予約・お問い合わせ》
日野自動車採用センター

詳細はコチラ！>>>

9:00～19:00平日 9:00～17:00　土・祝

https://www.hino-works.infoWEB

広告

準優勝　かすみがうらＪＶＳ
第３位　鹿嶋クラブ
第３位　龍ヶ崎

■第 81 回八千代町グラウンド・ゴルフ大会
〔と　き〕９月 12 日（火）
〔ところ〕町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ協会
〔主な結果〕
男子の部
優　勝　宮田高雄（ＦＧＧ）
準優勝　清水吉男（さくら）
第３位　小口幸男（若）
第４位　髙谷吉尉（若）
第５位　弦巻巌（健友会）
女子の部
優　勝　鈴木きみい（ＴＧＧ）
準優勝　加藤絹子（ＴＧＧ）
第３位　久保谷利子（ＦＧＧ）
第４位　佐藤久子（ＴＧＧ）
第５位　小竹政子（ＴＧＧ）

全日本少年軟式野球大会で第３位に入賞
　８月 14日から 17日にかけて横浜スタジアム（横浜市）で行わ
れた第 40回全日本少年軟式野球大会に茨城県代表県西選抜のメン
バーとして八千代第一中学校３年生の武井斗吾さん、古澤一樹さ
んが出場しました。同チームは第３位に入賞し、出場した２人は
入賞報告のため役場を訪問。武井さんは「大舞台で皆と試合がで
きて幸せだった」、古澤さんは「プロの選手も試合をする場所で試
合ができてよかった」と笑顔で大会を振り返り、野村町長は「大
舞台での経験を自分の糧として、どんどん成長していってくださ
い」とお祝いの言葉を述べました。 左から野村町長、古澤さん、武井さん、関教育長
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ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
朝
早
く
仕
事
に
行
き
、

夜
は
ぼ
く
が
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
こ
ろ
に
帰
っ
て

き
ま
す
。
消
防
団
に
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
い
つ

も
い
そ
が
し
そ
う
に
見
え
ま
す
。

で
も
、
ぼ
く
と
話
を
す
る
時
は
い
つ
も
面
白
く

ふ
ざ
け
て
い
て
、
友
達
み
た
い
で
と
て
も
楽
し
い

で
す
。
ぼ
く
の
友
達
に
も
友
達
の
よ
う
に
仲
良
く

し
て
く
れ
る
の
で
、
す
ご
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

よ
く
、
何
か
の
つ
い
で
に
、
ぼ
く
が
好
き
な
種

類
の
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
冷
ぞ

う
庫
に
入
っ
て
い
る
そ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
、

ぼ
く
は
す
ご
く
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
お
父
さ
ん
に
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
お

い
し
い
ジ
ュ
ー
ス
を
ぼ
く
に
く
だ
さ
い
。

大 好 き な人

笑顔がいいね !♥

大
好
き
な
お
父
さ
ん

み ん な の 広 場

パパとママのもとへ
生まれてきてくれて
ありがとう！これか
らも笑顔いっぱい元
気にすくすく育っ
てね。パパもママも
だーいすきだよ♡

父　翔平さん
母　愛さん

飯
いい

山
やま

蒼
そ

生
う

ちゃん　
令和４年９月８日生まれ
 　　　　　　　　（高野）

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報ＰＲ係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3530）

澤
さわ

木
き

一
かず

篤
とく

さん（中結城小５年）

宏
ひろ

至
し

さん （父）

　お子様の成長の記録を、広報やちよに掲載してみま
  せんか？掲載希望の際は、右下の二次元コードを読み
  取り、応募フォームに氏名等を入力後、画像を１枚
  添付して送信してください。ご応募、お待ちしています。

  対象年齢　生後１歳～３歳くらいまで
  掲 載 月　決まり次第、お電話等で
　　　　　  お知らせします。
  申込締切　毎月５日頃
　　　　　  ※翌月以降の広報紙に掲載

   問い合わせ
   秘書課広報ＰＲ係（内線３５３０）

笑顔がいいね！写真募集
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町長コラム vol.37

町民歩く会にて
朝４時 20 分、まだ暗く肌寒さの残る中、八千代

町総合体育館に 50 人を超す参加者の皆さんが集っ
てくれました。目的は、４年ぶりに筑波山神社を
歩いて目指すこと。私も酷暑のベトナムから帰国
したばかりでダメージはありましたが、２度経験
しているコースなので、今の体力を試す意味もか
ねて参加させていただきました。
　開会式のあいさつの中では、前日のアジア大会
サッカーの決勝戦で日本が韓国に負けたショック
が残り、歩く会を人生に例え思わず「人生にはい
ろんな坂が待ち受けていて、上り坂・下り坂・そ
してまさかです」と話してしまいました。普段私は、
ごあいさつの中で冗談を言わないようにしていま
す。理由は「言葉は飛躍し、一人歩きをするから」
です。いわゆる「慎む」ということです。
　そんな中、午前５時に筑波山神社に向けてスター
トしました。道中は、大会役員の方が各要所にお
いて交通整理にあたってくれ、安全が確保された
ものでした。私も参加者の皆さんとたくさんの会

話で楽しみました。話題は生活関連になりがちで
したが、子育て環境のこと、学校教育のこと、仕
事のこと、生活環境のこと、人口減少や高齢化の
こと、政治や物価高騰のことなど多岐にわたり、
何かしら町や自分の将来に不安を感じている話で
した。そして、そのことは私が普段から「やるべ
きことが山積みされている」としている正にその
ものでありました。そんなこんなで山登り入口手
前にやってきました。「胸突き八丁」正念場を迎え
ました。ここで朝自分が話した「まさか」にぶち
当たりました。足が進まない、衰えたのか？自分
の体重がうらめしく、82 歳の先輩の軽い足さばき
がうらやましい。もう会話なんて余裕もなく、苦
しみの中沿道の方から「八千代町の皆さん、久し
ぶり！頑張ってね」のかけ声を頂き、「もう止まれ
ない」と覚悟を決めました。「全員筑波山神社まで
完歩」。絶好の秋晴れの中、境内における皆さんの
満足感のある表情が忘れられません。運営委員の
皆さん、本当にありがとうございました。

地域おこし協力隊活動レポート ～その 2 ～

地域おこし協力隊員（果樹振興プロジェクト）

吉
よし

村
むら

諒
りょう

さん
令和４年 12 月 1日着任

八千代町に来る以前は、千葉県市川市に住んでいました。こ
ちらに移住する際は、妻と２才 11 カ月の息子と一緒に来ました。
市川市では、子どもとボール遊びや周りを気にせず駆け回れる
ほどの広い公園が少なかったのですが、八千代町に来てからは
広い公園があり、子どもと外で遊ぶ時間が増えました。
　私自身は幼少期から騒がしいところは好きではなかったので、
八千代町の穏やかな雰囲気はあっているなと感じています。約
１年八千代町で生活する中で不便に感じることはなく、今まで
通りの生活ができています。　
　私は梨生産者の大山利美さんのもと、2022 年 12 月の剪定作
業から活動を開始して約１年が経ちました。冬の寒い時期に寒
さで指先が痛くなりながらも不要になった枝の剪定を行い、同
時に来年の実りをイメージしてこれから花をつけそうな枝を見
極め誘引する作業は、最初はよくわかりませんでした。それでも、
畑を回り作業する大山さんの隣について色々質問して、丁寧に
教えていただけたので、ある程度わかるようになってきました。
まだまだ半人前にもなっていないかもしれませんが、残り２年
の活動期間の中でさらに学びを深めて、一人前になります。丁
寧に教えていただいた大山さんには、本当に感謝しています。
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お知らせ版
№ 765

役場へのお電話は、代表番号におかけのうえ、
電話交換担当に内線番号をお申し付けください。

0296-48-1111

日
時

11
月
28
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

茨
城
県
筑
西
合
同
庁
舎

対
象
者

現
在
求
職
中
の
人

参
加
事
業
所
数

約
20
社

参
加
費

無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
履
歴
書
を
複
数
枚
ご
持
参
く
だ

さ
い
。詳
細
は
、左
記
二
次
元
コ
ー

ド
の
茨
城
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

県
西
地
区
セ
ン
タ
ー

０
２
９
６
‐
23
‐
３
８
１
１

今
年
の
６
月
に
空
き
家
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、「
空
き
家
の
活

用
」「
管
理
の
確
保
」「
特
定
空
き

家
の
除
却
」
の
３
本
柱
で
対
応
の

強
化
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
、
放
置
さ
れ
た
空
き
家

や
庭
木
の
繁
茂
、
塀
の
傾
き
な
ど

管
理
不
全
と
な
る
と
「
管
理
不
全

空
き
家
」
と
認
定
さ
れ
、
固
定
資

産
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
空
き
家
の

護
者
・
関
係
者

申
込
期
限

11
月
15
日
（
水
）
午

後
４
時

い
ば
ら
き
県
西
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

０
２
９
６
‐
54
‐
６
０
１
２

日
時

11
月
17
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
）

保
健
セ
ン
タ
ー

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

八
千
代
の
秋
ま
つ
り
開
催
に
伴

い
、
次
の
施
設
が
休
館
と
な
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
︻
中
央
公
民
館
︼
11
月
22

日
（
水
）
～
26
日
（
日
）【
総
合

体
育
館
】
11
月
21
日
（
火
）
～
26

日
（
日
）

中
央
公
民
館

０
２
９
６
‐
48
‐
１
５
１
５

総
合
体
育
館

０
２
９
６
‐
48
‐
２
４
６
９

問TEL

11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

狩
猟
が
解
禁
さ
れ
ま
す
。
狩
猟
時

間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
で

す
。
町
内
全
域
が
猟
区
に
な
り
ま

す
が
、
町
民
公
園
周
辺
は
鳥
獣
保

護
区
の
た
め
狩
猟
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
街
化
区
域
（
役
場

周
辺
、平
塚
西
山
工
業
団
地
周
辺
）

は
、
銃
に
よ
る
狩
猟
を
禁
止
す
る

区
域
で
す
。
狩
猟
者
は
、
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
を
心
が

け
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鳥
獣
保
護
区
等
に
お
い
て
も
、

特
別
な
許
可
に
よ
り
有
害
鳥
獣

（
カ
ラ
ス
等
）
の
捕
獲
を
行
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

農
政
課
農
政
係

（
内
線
２
２
１
０
）

日
時

11
月
16
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所

中
央
公
民
館
１
階
会
議
室

対
象
者

就
職
の
悩
み
が
あ
る
15

歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
人
ま
た
は
保

TEL

お

知

ら

せ

TEL

問

問

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

働
く
こ
と
の
悩
み
無
料

相
談
会

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会
（
筑
西
会
場
）
を
開
催

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解

禁
さ
れ
ま
す

問

防災行政無線を用いた情報伝達試験を実施

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次の
とおり情報伝達試験を行います。これは、全国瞬時
警報システム（J アラート）を用いた試験で、八千代
町以外の地域でもさまざまな手段で情報伝達試験が
行われます。

日　　時　11 月 15 日（水）午前 11 時ごろ
伝達手段　防災行政無線
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から
　　　　　　一斉に放送されます。
放送内容　上りチャイム音
　　　　　「これは、J アラートのテストです。」
　　　　　「こちらは、防災八千代です。」
　　　　　下りチャイム音
※ J アラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊
　急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に伝
　えるシステムです。

問い合わせ
消防交通課消防防災係（内線３３１０）

秋
ま
つ
り
開
催
に
伴
う
町
内

公
共
施
設
休
館
の
お
知
ら
せ

牛乳パックの回収にご協力ください
八千代町ネットワーカー等連絡協議会では、『八千

代の秋まつり』で牛乳パックの回収を実施します。
牛乳パックは重要な再生資源で、主にトイレットペー
パーに生まれ変わります。日常の生活から限りある
資源・地球環境を見つめ直してみませんか？皆さま
のご協力をお願いします。

日　　時　11 月 25 日（土）午前 10 時～午後２時
場　　所　中央公民館駐車場
回収方法　水洗いし、乾燥させ、下図のように切り
　　　　　開いて底を折りたたみ、20 枚単位で束ね
　　　　　てお持ちください。

問い合わせ　秘書課地域協働係（内線３５２０）

➡

TEL 問TEL 問
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●人口 21,119 人 (1,620) ●男 11,084 人 (1,213) ●女 10,035 人 (407)
●世帯数 8,115 世帯 (1,409)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
 10 月１日現在

防災行政無線の放送内容は電話で確認ができます 0296-49-4321

体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
出
店
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

作
品
や
野
菜
の
販
売
な
ど
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
回
は
、
白
菜
を

買
っ
た
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
お

楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時

12
月
９
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
※
雨
天
開
催

場
所

八
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ

ジ
憩
遊
館

※
詳
し
く
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー

ド
の
や
ち
ま
る
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

産
業
振
興
課
地
域
振
興
係

（
内
線
２
３
１
０
）

日
時

12
月
７
日
（
木
）
午
後
２

時
～
４
時

場
所

役
場
４
階
大
会
議
室

対
象
者

正
社
員
で
の
就
職
を
希

望
す
る
人
、
ま
た
は
60
歳
以
上
の
人

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
で
申
し
込

み
（
事
前
予
約
制
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
下
妻

０
２
９
６
‐
43
‐
３
７
３
７

日
時

11
月
27
日
（
月
）
午
前
８

時
出
発

集
合
場
所

中
央
公
民
館

参
加
費

１
人
５
０
０
０
円
（
食

事
代
、
滝
へ
の
入
場
料
は
別
途
負

担
）

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

紅
葉
の
袋
田
の
滝
と
リ
ン

ゴ
直
売
所
へ
の
研
修
視
察

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
申

し
込
み

グ
ル
メ
の
会
代
表

野
口

０
９
０
‐
８
５
８
５
‐
３
３
０
９

適
切
な
管
理
や
対
策
、
利
活
用
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
２
日
（
土
）
午
後
２

時
～
３
時
30
分

場
所

中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

内
容

空
き
家
講
演
会
「
空
き
家

の
基
礎
知
識
・
適
正
管
理
・
利
活

用
・
住
ま
い
の
終
活
」

定
員

20
人

参
加
費

無
料

都
市
建
設
課
住
宅
・
空
き
家
対

策
係（

内
線
２
４
３
０
）

日
時

12
月
３
日
（
日
）
午
前
11

時
30
分
～
午
後
２
時

場
所

中
央
公
民
館

対
象
者

40
歳
ま
で
の
独
身
成
人

男
女

定
員
【
男
性
】
15
人
【
女
性
】

15
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
費
【
男
性
】
３
０
０
０
円

【
女
性
】
１
０
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
み

申
込
期
間

11
月
13
日
（
月
）
～

22
日
（
水
）
正
午
～
午
後
７
時

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー

県
西
地
域
活
動
協
議
会

木
村

０
９
０
‐
８
０
４
４
‐
５
４
０
８

問

問

TEL

問

TEL問

問

11 月の納税等
固定資産税（第４期）

国民健康保険税（第５期）
後期高齢者医療保険料（第５期）

納期限は 11 月 30 日（木）です。

税 務 課　（内線 1520）
国保年金課　（内線 1220）
　　　　　   （内線 1210）

問

高齢者を対象とした
無料の歯科健診を実施します

　高齢者の口腔機能の低下や肺炎等の疾病を予防す
るために、無料の歯科健診を実施しています。

実施期間　12 月 31 日（日）まで
　　　　　※歯科医療機関の休診日は除く
受診場所　実施歯科医療機関一覧に記載のある歯科
　　　　　医療機関
対 象 者　茨城県後期高齢者医療広域連合の被保険
　　　　　者で、令和４年度中に満 75 歳、満 80 歳、
　　　　　満 85 歳になった人
健診内容　口腔内の検査や口腔機能評価、事後指導　
　　　　   （セルフケアの歯ブラシ指導）など
受診方法　①実施歯科医療機関に後期高齢者医療歯
　　　　　科健診事業で受診することを伝えて予約
　　　　　②受診票内の問診項目を記入し、被保険
　　　　　者証、受診券、受診票、健康手帳、歯ブ
　　　　　ラシを持参し受診

問い合わせ
茨城県後期高齢者医療広域連合　℡ 029-309-1212

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
結
婚
相
談
会

募

集

グ
ル
メ
の
会
研
修
視
察
参

加
者
募
集

あ
お
ぞ
ら
市
場
や
ち
ま
る

を
開
催

注意！あなたの土地が狙われています！
　「一時的に資材置場として貸してほしい」「良い土で土地
を埋め立ててあげます」などと、うまい話を持ちかけられ、
安易に同意してしまった結果、廃棄物を不法投棄された
り、無許可で建設残土を埋め立てられたりする事例が発
生しています。これらの責任や処理費用の負担は、行為
者だけでなく、土地所有者に及ぶこともあります。
　不法投棄、野焼き、不適切な残土埋立てを発見した場
合は、直ちに専用ダイヤル「不法投棄１１０番」までお
願いします。
◆不法投棄１１０番　0120-536-380
◆受付時間　午前８時30分～午後５時15分（土日祝日を除く）
※受付時間外は、最寄りの警察署までご連絡ください。

【アプリでの不法投棄の通報にぜひご協力ください！】
　　　　　  不法投棄通報アプリ：PIRIKA（ピリカ）
　　　　　  不法投棄された廃棄物の状況を撮影し、写真と
　　　　　コメントを投稿すると、位置情報なども含めて
　　　　　 リアルタイムで県に情報が提供されます。
　　　　
問い合わせ
町環境対策課環境政策係（内線２５２０）
茨城県廃棄物規制課　℡ 029-301-3035
下妻警察署　℡ 0296-43-0110

TEL

催

し

物

「
正
社
員
＆
い
き
い
き
シ

ニ
ア
就
職
面
接
会
」
開
催
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◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更

は
な
く
、
歳
出
科
目
の
金
額
の
組

み
替
え
を
す
る
も
の
で
す
。

◇
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
変
更

は
な
く
、
歳
入
歳
出
科
目
の
金
額

の
組
み
替
え
を
す
る
も
の
で
す
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
７

つ
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
常

任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
審

議
し
た
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お

り
認
定
し
ま
し
た
。

９月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１９１

令和４年度歳入歳出決算・水道事業決算を認定

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出

再
審
請
求
手
続
に
お
け
る
全
面

的
な
証
拠
開
示
の
制
度
化
及
び
再

審
開
始
決
定
に
対
す
る
検
察
官
に

よ
る
不
服
申
立
て
の
禁
止
の
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
再
審
法
改
正
を
要

請
す
る
も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

◇
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る

意
見
書
の
提
出

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
に

よ
る
少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務

教
育
に
係
る
予
算
措
置
の
堅
持
を

要
請
す
る
も
の
で
す
。

【
提
出
先
】

・
衆
議
院
議
長

・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣

・
財
務
大
臣

・
総
務
大
臣

・
文
部
科
学
大
臣

令和５年第３回定例会は、９月５日から 15 日までの 11 日間の日程で開催されました。
　この定例会では、議員提出議案３件のほか、町執行部から令和４年度決算をはじめ、補正予算など 13 議案
が提案され、審議の結果、全ての議案を原案のとおり可決しました。
　また、水垣議員より、議員定数の見直しを求める動議が提出され、特別委員会が設置されました。

議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより議会だより

◇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
７
万
７

千
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を

２
億
５
７
８
４
万
７
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
２
５
５

万
４
千
円
増
額
し
、
19
億
６

９
０
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。歳

出
の
内
容
は
、
人
事
異
動
に

伴
い
職
員
人
件
費
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◇
八
千
代
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
５
７

２
万
５
千
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
１
億
５
１
０
３
万
７
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
内
容
は
、
区
画
整
理
道

路
築
造
工
事
請
負
費
、
工
作
物
移

転
補
償
金
等
を
含
む
土
地
区
画
整

理
費
３
５
７
２
万
５
千
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

◇
令
和
４
年
度
健
全
化
判
断
比
率

等
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
監

査
委
員
の
意
見
書
を
添
付
し
、
健

全
化
判
断
比
率
等
を
報
告
す
る
も

の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４

５
０
８
万
５
千
円
増
額
し
、
予
算

総
額
を
94
億
１
４
６
０
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
基
金
積
立
金
等
を
含
む
総

務
管
理
費
２
億
２
２
３
万
８
千

円
。
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

等
を
含
む
社
会
福
祉
費
６
８
１

万
２
千
円
。
地
域
商
社
出
資
金

等
を
含
む
商
工
費
３
１
０
８
万

１
千
円
。
町
道
舗
装
補
修
工
事
、

幹
線
道
路
補
修
工
事
請
負
費
等
を

含
む
道
路
橋
梁
費
９
５
０
４
万

円
。
秋
の
イ
ベ
ン
ト
交
付
金
等
を

含
む
社
会
教
育
費
４
１
９
万
７

千
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●

議
員
提
出
議
案

●

報

告

●

予

算

●

決

算
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◇
令
和
４
年
度
水
道
事
業
剰
余
金

の
処
分

未
処
分
利
益
剰
余
金
８
億
２
３

０
４
万
１
５
２
０
円
の
う
ち
、
建

設
改
良
積
立
金
取
崩
額
６
億
８
３

７
６
万
３
７
７
４
円
を
資
本
金

へ
組
み
入
れ
、
当
年
度
純
利
益

１
億
３
９
２
７
万
７
７
４
６
円
を

建
設
改
良
積
立
金
へ
積
み
立
て
る

も
の
で
す
。

◇
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

採
択
に
関
す
る
請
願

再
審
請
求
事
件
の
審
理
の
適
正

を
制
度
化
し
、
え
ん
罪
被
害
者
の

基
本
的
人
権
を
全
う
す
る
た
め
、

再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
要
請
す
る
も
の
で
す
。

【
提
出
者
】

茨
城
県
弁
護
士
会

　
　

望
月

直
美
さ
ん

　
　
　
　
　

（
審
議
結
果

採
択
）

◇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の

政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願

国
の
施
策
と
し
て
、
全
国
の
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
一
定
水
準
の

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
条
件
整

備
を
行
う
意
見
書
を
国
の
関
係
機

関
に
対
し
提
出
す
る
よ
う
要
請
す

る
も
の
で
す
。

【
提
出
者
】

茨
城
県
教
職
員
組
合

　
　

中
山

幸
男
さ
ん

　
　
　
　
　

（
審
議
結
果

採
択
）

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

現
委
員
が
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

谷
中
勝
さ
ん
（
坪
井
）

◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
同
意

現
委
員
が
９
月
30
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

秋
葉
三
佐
男
さ
ん
（
神
山
）

新
井
泉
さ
ん
（
新
井
）

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

現
委
員
が
12
月
31
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
左
記
の

方
を
推
薦
し
た
い
と
し
て
議
会
に

意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
推

薦
人
が
適
任
で
あ
る
と
回
答
し
ま

し
た
。

相
田
敏
美
さ
ん
（
新
地
）

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億
２

４
９
８
万
円
増
額
し
、
予
算
総
額

を
90
億
６
４
５
２
万
１
千
円
と
し

た
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
ふ
る
さ
と

納
税
推
進
事
業
費
を
含
む
、
総

務
管
理
費
５
億
１
０
７
８
万
円
。

八
千
代
町
主
力
産
品
振
興
助
成
金

を
含
む
農
業
費
１
億
１
４
２
０
万

円
を
増
額
し
た
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

万
円
増
額
し
、
予
算
総
額
を
90
億

６
９
５
２
万
１
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

歳
出
の
内
容
は
、
省
エ
ネ
型
エ

ア
コ
ン
購
入
費
補
助
金
を
含
む
保

健
衛
生
費
５
０
０
万
円
を
増
額
し

た
も
の
で
す
。

●

請
願
・
陳
情

●

人

事

●

専
決
処
分

●

そ
の
他

議
会
議
員
定
数
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置

９
月
15
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
議
会
議
員
定
数
の
見

直
し
を
図
る
た
め
、
議
員
全

員
で
構
成
す
る
「
八
千
代
町

議
会
議
員
定
数
調
査
特
別
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
委
員
長
に
水
垣

正
弘
議
員
、
副
委
員
長
に
谷

中
理
矩
議
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

「
請
願
」
「
陳
情
」
は
国
や
地

方
公
共
団
体
な
ど
の
公
共
機
関

に
対
す
る
要
望
を
議
会
に
訴
え

る
手
段
の
こ
と
で
す
。

「
請
願
」
と
「
陳
情
」
で
は

提
出
の
方
法
や
取
り
扱
い
が
異

な
り
ま
す
。

請
願
・
陳
情
は

ど
な
た
で
も
提
出
で
き
ま
す

○
請
願

そ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

そ
の
内
容
を
所
管
す
る

常
任
委
員
会
で
審
議
し
ま

す
。

○
陳
情

議
員
の
紹
介
は
不
要
で

す
。提

出
さ
れ
た
陳
情
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま

す
。

※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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と
と
な
る
場
合
は
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
導
入
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
学
校
の
あ
り
方
検
討

委
員
会
に
お
い
て
、
議
論
を
重
ね

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町

長

町
で
暮
ら
す
外
国
人
も

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

の
頃
か
ら
英
語
教
育
を
始
め
る
こ

と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い

て
、
将
来
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
、
英
語
教
育
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

ま
し
た
。

町

長

町
で
は
、
住
民
同
士
の

交
流
の
場
や
地
域
活
動
の
場
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
メ
イ
ン

に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

少
子
高
齢
化
や
定
年
延
長
、
住
民

の
意
識
変
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

活
動
の
停
止
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕

組
み
で
は
、
運
営
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
時
代
に
沿
っ
た
形

に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
声
を
数
多
く
聞
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
行
政
区

な
ど
に
頼
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
目
的
意
識
を

持
ち
地
域
活
動
や
交
流
活
動
に
取

り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
代
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

従
来
の
子
ど
も
会
や
老
人
会
の

組
織
を
維
持
し
つ
つ
も
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
の
見
直
し

を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
地

域
活
動
に
興
味
を
持
つ
人
が
、
気

軽
に
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
な

雰
囲
気
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
子
ど
も
会
や
老
人
会
が
存
続

の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
住
民
活
動
・
交

流
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
と
考 関

せき

眞
まさ

幸
ゆき

 議員

こ

れ

か

ら

の

住

民

活

動
・

交

流

に

つ

い

て

え
ま
す
。
全
て
の
世
代
を
対
象
と

し
た
、
新
し
い
交
流
の
場
の
創
出

に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
を

お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
部
長

行
政
区
単
位
で
組
織

さ
れ
て
い
る
、
単
位
子
ど
も
会
が

60
団
体
あ
り
、
そ
の
中
で
５
団
体

が
子
ど
も
の
減
少
に
よ
り
活
動
を

休
止
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
単
位
子
ど
も
会
も
含

め
、
連
合
組
織
で
あ
る
八
千
代
町

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
に
よ
る
事

業
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
子
ど

も
達
に
様
々
な
体
験
、
経
験
を
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
知
・
徳
・
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「
生
き
る

力
」
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

現
在
、
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
数
は
６
ク
ラ
ブ
で
会
員

数
は
１
８
９
人
で
す
。

対
策
と
し
て
、
八
千
代
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事
業
で
あ
る

「
高
齢
者
芸
能
の
つ
ど
い
」
は
、

令
和
元
年
ま
で
地
区
ご
と
に
開
催

し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
５
年
度

は
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
に
致
し

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長

今
回
の

農
地
法
改
正
に
よ
り
、
農
地
法
３

条
の
下
限
面
積
要
件
が
撤
廃
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
規
就

農
者
も
含
め
、
大
き
な
面
積
を
必

要
と
し
な
い
施
設
栽
培
や
園
芸
作

物
な
ど
、
小
規
模
な
農
業
経
営
者

が
農
地
を
取
得
し
や
す
く
な
り
、

今
後
は
、
新
た
な
農
業
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

魅
力
あ
る
学
校
集
団
づ
く
り
に

お
い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入

や
英
語
教
育
の
充
実
は
重
要
な
課

題
だ
と
考
え
ま
す
。
町
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

教
育
長

公
立
小
中
学
校
の
通
学

距
離
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
、

概
ね
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
、
中

学
校
で
概
ね
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
と
い
う
基
準
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
距
離
を
超
え
て
通
学
す
る
こ

八
千
代
町
の
農
業
の
あ
り
方
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て

全
国
で
農
業
従
事
者
の
減
少
や

高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
八
千
代
町
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
令
和
５
年
度
の
農
地
法

改
正
に
よ
り
、
下
限
面
積
要
件
が

撤
廃
さ
れ
、
農
業
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
町
の
農
業
の
現
状
と
今
後

の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

町
の
農
業
従
事

者
の
平
均
年
齢
は
県
内
で
２
番
目

に
若
く
、
比
較
的
元
気
だ
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
農
業
の
担
い
手

の
減
少
及
び
高
齢
化
の
進
行
は
大

き
な
課
題
で
す
。
町
に
お
い
て
も
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
基
盤
整

備
、
新
た
な
担
い
手
確
保
対
策
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
農
業
へ
の
支
援
、
新
た
な
販
路

開
拓
と
し
て
農
産
物
の
輸
出
な
ど 安

やす

田
だ

忠
ただ

司
し

 議員

町
政
を
問
う
！

一
般
質
問
に
10
名
が
登
壇
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よ
う
な
取
り
組
み
は
考
え
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

町

長

こ
の
事
業
は
、
八
千
代

町
初
の
公
営
住
宅
の
建
設
と
な
り

ま
す
。
高
野
行
政
区
の
皆
さ
ん
や

近
隣
住
民
の
方
々
に
は
十
分
な
説

明
を
行
い
ま
し
て
、
事
業
へ
の
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

秘
書
公
室
長

退
居
後
の
町
内
へ

の
定
住
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

留
地
へ
の
住
宅
建
設
の
促
進
や
空

き
家
の
活
用
な
ど
、
住
環
境
の
整

備
に
加
え
、
教
育
施
策
や
子
育
て

支
援
の
充
実
な
ど
、
定
住
し
た
く

な
る
よ
う
な
施
策
の
推
進
を
進
め

ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
児
童
に
対

す
る
給
食
費
、
保
育
料
の
補
助
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
職

員
の
方
々
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

新
設
さ
れ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
も
活 中

なか

山
やま

勝
かつ

三
ぞう

 議員

子

育

て

支

援

に

つ

い

て

用
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

保
健
福
祉
部
長

給
食
費
の
補
助

金
に
つ
き
ま
し
て
は
物
価
高
騰
教

育
保
育
施
設
の
物
価
高
騰
対
策
事

業
費
補
助
金
と
し
て
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
育
料
の
補
助
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
、
八
千
代
町
独

自
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
第
２
子

よ
り
無
償
化
し
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
処
理
能
力
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
他
に
も
ク
リ
ア
す

べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
調

査
研
究
を
進
め
ま
す
。

子
育
て
世
代
移
住
促
進
住
宅
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

地
元
で
あ
る
高
野
行
政
区
の
理
解

と
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト
経
営
に
配

慮
し
な
が
ら
、
慎
重
に
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
退
去
後
に
八
千
代
町
に

引
き
続
き
住
み
続
け
て
も
ら
え
る

つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。福

祉
と
は
全
て
の
人
に
最
低
限

の
幸
福
を
も
た
ら
す
た
め
の
社
会

的
取
り
組
み
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
に
お
い
て
も
、
よ
り
専
門

的
な
知
見
を
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

一
人
一
人
に
合
っ
た
支
援
計
画
の

策
定
を
行
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
福
祉
に
関
す
る
総

合
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
相

談
の
第
一
歩
の
後
押
し
が
出
来
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
部
長

当
町
に
お
き
ま

し
て
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
称
さ

れ
る
専
門
職
の
配
置
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
福
祉
介
護
課
と
こ
ど
も

家
庭
課
に
お
き
ま
し
て
、
担
当
職

員
が
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
要
す
る

方
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
問
題
を

把
握
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

て
お
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
同
様

の
業
務
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

鬼
怒
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
整
備
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

ま
た
、
観
光
推
進
や
公
共
交
通

の
補
填
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め

に
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
整
備
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

町

長

野
爪
地
区
に
お
い
て
、

堤
防
の
一
部
改
修
に
伴
い
ま
し

て
、
町
が
使
用
で
き
る
敷
地
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
こ
こ
を
自
然
を
利

用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
、
そ
し
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
拠
点
、
休
憩
所
な
ど
に
使
え

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
度
町
全
体
の
公
共
交
通
計

画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

住
民
の
利
便
性
向
上
に
、
そ
し
て

最
も
効
果
的
な
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に 谷

や

中
なか

理
り く

矩 議員

た
、
今
年
度
開
設
し
た
八
千
代
町

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
障

害
福
祉
だ
け
で
な
く
、
福
祉
の
総

合
的
・
専
門
的
な
相
談
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

町

長

組
織
改
編
に
よ
り
、
町

民
く
ら
し
の
部
を
新
設
し
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
町
民
の
皆
様
の
生

活
に
密
着
し
た
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

子育てしやすい
環境の整備を

自

転

車

を

活

用

し

た

ま

ち

づ

く

り

の

推

進



広報やちよ№ 769　2023.11 月号　　　16

地
域
の
農
業
と
地
域
住
民
の
生

活
を
守
る
要
所
で
あ
る
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
町
が
主
体
と
な
っ
て

国
の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
て
事

業
費
地
区
負
担
金
の
軽
減
と
早
急

な
対
策
に
努
め
ま
す
。

こ
の
件
は
、
昨
年
度
よ
り
事
業

調
整
を
行
っ
た
結
果
、
先
頃
、
地

権
者
よ
り
地
域
の
発
展
に
協
力
し

た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、
同
意

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
度
中
に

道
路
詳
細
設
計
を
実
施
し
、
来
年

度
に
は
用
地
測
量
及
び
道
路
改
良

工
事
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ

り
、
農
産
物
の
流
通
及
び
地
域
農

業
の
発
展
と
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
事
業
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
地
権
者
や
地
域

住
民
の
方
々
に
丁
寧
な
説
明
を
行

い
、
早
期
の
工
事
完
了
を
目
指
し

て
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

地
権
者
の
方
の
ご
理
解
と
協
力

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
早
期

開
通
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
願

い
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
町
執
行

部
に
は
、
本
事
業
を
強
力
に
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

昭
和
59
年
、
県
営
安
静
地
区
土

地
改
良
事
業
（
畑
地
帯
総
合
整
備

事
業
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
の
開
始
か
ら
完
成
ま
で
の

二
十
有
余
年
も
の
長
い
年
月
が
か

か
り
ま
し
た
。
平
成
18
年
に
維
持 大

おお

久
く

保
ぼ

武
たけし

 議員

安
静
畑
総
の
芦
ケ
谷
地
内
に
お

け

る

未

開

通

道

路

に

つ

い

て

管
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
平
成
21

年
か
ら
私
が
維
持
管
理
組
合
長
に

就
任
し
て
以
来
、
14
年
に
な
り
ま

す
。そ

し
て
現
在
、
芦
ケ
谷
地
内
に

一
部
未
開
通
の
道
路
が
あ
り
、
地

元
住
民
の
方
々
の
生
活
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。
地
権
者
の
同

意
は
得
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
工
事
着
工
は
い
つ
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

産
業
建
設
部
長

芦
ケ
谷
地
内
の

道
路
で
す
が
、
２
級
町
道
11
号
線

の
一
部
と
町
道
３
７
３
１
号
線
、

町
道
３
９
１
５
号
線
の
３
路
線
か

ら
な
る
延
長
約
５
４
０
メ
ー
ト
ル

の
道
路
で
あ
り
、
丸
西
産
業
の
南

側
付
近
か
ら
安
静
畑
総
の
幹
線
道

路
に
接
続
す
る
路
線
の
一
部
区
間

で
す
。
こ
の
路
線
の
内
、
未
開
通

区
間
は
、
路
線
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
、
安
静
畑
総
の
区
域
内
と

区
域
外
が
交
わ
る
場
所
で
、
約
60

メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
す
。
現
状
は
、

一
部
未
開
通
の
た
め
、
迂
回
道
路

は
あ
る
も
の
の
、
農
業
用
車
両
等

の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

状
況
で
す
。

用
が
生
じ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

町
で
は
、
陥
没
発
生
後
か
ら
関
東

農
政
局
や
茨
城
県
か
ら
助
言
を
い

た
だ
き
、
補
助
事
業
の
概
要
及
び

採
択
要
件
や
、
工
事
を
実
施
す
る

場
合
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
事
業

調
整
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き

茨
城
県
、
土
地
改
良
区
等
と
の
連

携
を
図
り
、
早
期
改
修
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

町

長

今
回
の
陥
没
工
事
の
現

場
は
私
も
副
町
長
と
一
緒
に
現
地

を
確
認
し
ま
し
た
。
道
路
の
南
北

が
住
宅
地
と
な
っ
て
い
て
、
道
路

に
は
農
業
集
落
排
水
事
業
の
排
水

管
も
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
同
じ
よ
う
な
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
地
域
住
民
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

考
え
ま
す
。

今
回
の
工
事
費
は
、
大
変
大
き

な
金
額
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
担

当
に
お
い
て
関
係
機
関
と
事
業
調

整
を
進
め
て
い
る
段
階
に
入
っ
て

い
ま
す
。

吉
田
用
水
若
地
区
幹
線
排
水
路

コ
ル
ゲ
ー
ト
管
陥
没
に
つ
い
て

吉
田
用
水
若
地
区
幹
線
排
水
路

は
、
団
体
営
圃
場
整
備
事
業
に
よ

り
吉
田
用
水
土
地
改
良
区
に
お
い

て
昭
和
60
年
に
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
造
成
後
38
年
が
経
過
し
、
経

年
劣
化
が
激
し
く
、
何
度
も
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
修
工
事
で
は
、
調
査
・

設
計
費
な
ど
で
１
千
万
円
の
費
用

が
見
込
ま
れ
、
そ
の
負
担
は
、
茨

城
県
が
50
％
、
残
り
50
％
は
地
元

負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
総
事

業
費
は
、
最
低
で
も
１
億
円
は
か

か
る
と
思
わ
れ
、
莫
大
な
費
用
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
地
元
負
担
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
最
大
限

の
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

今
回
の
改
修
工

事
は
、
住
宅
地
に
近
接
し
て
い
る

状
況
や
深
さ
が
約
４
メ
ー
ト
ル
と

高
低
差
も
あ
り
、
困
難
を
要
す
る

工
事
で
す
。
さ
ら
に
、
多
額
の
費 生

なま

井
い

和
かず

巳
み

 議員

コルゲート管陥没現場

芦ケ谷地内の
一部未開通区間
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今
年
の
２
月
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
１
１
１
万
羽

の
鶏
が
焼
却
処
分
と
な
り
ま
し

た
。
発
生
時
の
経
過
と
対
応
を
伺

い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
隣
接
関
係
者
の

埋
却
地
の
確
保
で
す
。
現
状
に
お

い
て
は
、
そ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ

ア
す
べ
く
現
場
で
の
措
置
が
な
さ

れ
、
７
月
６
日
か
ら
鶏
の
導
入
を

開
始
し
、
現
在
40
万
羽
が
飼
養
さ

れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
と
し
て
は
、

段
階
的
に
１
２
０
万
羽
の
飼
養
を

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

町

長

事
業
者
か
ら
は
、
今
後

は
定
期
的
な
話
し
合
い
を
行
い
な

が
ら
事
業
継
続
を
し
た
い
と
の
申

し
出
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
町
と

し
ま
し
て
は
、
臭
気
対
策
の
徹
底

と
、
飼
養
数
を
、
多
く
と
も
今
ま

で
の
半
分
に
し
て
ほ
し
い
と
、
強

く
要
望
し
て
い
ま
す
。

大
おお

久
く

保
ぼ

敏
とし

夫
お

 議員

た
ま
ご
＆
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
株
式
会
社
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
経
過
と
現
況
は

方
々
に
対
す
る
対
応
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

発
生
か
ら
半
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
施
設
の
現
状
と
今
後
の
事
業

者
に
対
す
る
町
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

町
で
は
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
報
告
を
受

け
、
同
日
に
町
長
を
本
部
長
と
し

た
対
策
本
部
を
早
急
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
庁
体
制
に

お
い
て
、
地
域
連
絡
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

隣
接
関
係
者
へ
の
対
応
と
し
て

は
、
発
生
翌
日
よ
り
、
職
員
に
よ

る
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い
、
周
知

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
防
疫
措

置
完
了
後
に
は
、
地
域
住
民
や
事

業
者
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
該
施
設
の
現
況
で
す
が
、
農

場
の
事
業
再
開
に
お
け
る
国
の
特

定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
に
基
づ

き
、
４
点
の
条
件
を
満
た
す
こ
と

が
必
須
で
あ
り
ま
す
。
①
農
場
の

消
毒
、
②
排
泄
物
の
不
活
化
、
③

飼
育
衛
生
管
理
基
準
の
順
守
、
④

件
、
令
和
５
年
が
１
件
と
い
う
状

況
で
す
。
捜
索
の
結
果
と
し
ま
し

て
は
令
和
５
年
の
１
件
を
除
き
、

当
日
も
し
く
は
翌
日
に
は
不
明
者

の
発
見
に
至
り
、
解
決
し
て
い
ま

す
。行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合

の
対
策
で
す
が
、
令
和
２
年
１
月

に
当
時
の
長
寿
支
援
課
に
お
き
ま

し
て
「
八
千
代
町
認
知
症
高
齢
者

等
徘
徊
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

予
防
策
と
し
ま
し
て
は
、
認
知

症
の
予
防
と
進
行
の
遅
延
が
重
要

で
す
。
認
知
症
の
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
令
和
元
年
６
月
に
認
知

症
施
策
推
進
関
係
閣
僚
会
議
が
取

り
ま
と
め
た
「
認
知
症
施
策
推
進

大
網
」
を
踏
ま
え
、
認
知
症
の
発

症
を
遅
ら
せ
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
希
望
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
過

ご
せ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

町

長

行
方
不
明
者
へ
の
対
応

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
捜
索
に
着

手
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
認
知

症
の
「
徘
徊
行
動
」
に
よ
り
行
方

不
明
と
な
る
恐
れ
が
生
じ
た
際
に

近
年
、
認
知
症
高
齢
者
等
の
徘

徊
に
よ
る
行
方
不
明
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
八
千
代
町
に
お
い
て
も
、

本
年
７
月
に
、
平
塚
地
内
の
80
歳

代
の
高
齢
者
が
朝
早
く
家
を
出
た

ま
ま
行
方
不
明
と
な
り
、
２
５
０

人
規
模
の
捜
索
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
カ
月
半
経
っ
た

今
も
発
見
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
町
で
の
徘
徊
の
発
生

件
数
や
状
況
等
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。
次
に
、
徘
徊
に
よ
る
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合
の
町

の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
行
方
不
明
者

に
な
ら
な
い
た
め
の
予
防
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

下
妻
警
察
署
に

お
け
る
八
千
代
町
民
の
捜
索
依
頼

件
数
は
、
令
和
２
年
が
３
件
、
令

和
３
年
が
４
件
、
令
和
４
年
が
４ 水

みず

垣
がき

正
まさ

弘
ひろ

 議員

は
、
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き
は
人

命
で
す
の
で
、
遠
慮
や
躊
躇
な
ど

す
る
こ
と
な
く
警
察
に
捜
索
依
頼

（
行
方
不
明
者
届
）
を
す
る
と
と

も
に
、
役
場
に
通
報
・
相
談
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

鶏舎視察時の様子

認

知

症

高

齢

者

等

の

徘

徊

対

策

に

つ

い

て
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町

長

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
環
境
に

合
っ
た
逃
げ
方
を
事
前
に
確
認
し

て
お
く
こ
と
で
、
洪
水
発
生
時
に

お
い
て
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
す

た
め
の
非
常
に
有
効
な
取
り
組
み

で
す
。

自
助
共
助
の
重
要
性
を
町
民
の

皆
様
に
御
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
出
前
講
座

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

現
在
、
八
菜
ま
ゎ
～
る
号
の
予

約
は
１
時
間
ご
と
で
す
。
１
時
間

当
た
り
の
運
行
回
数
を
増
や
す
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

秘
書
公
室
長

１
時
間
間
隔
の
便

を
短
く
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
八
菜
ま
ゎ
～
る
号
の

運
行
を
委
託
し
て
い
る
各
交
通
事

業
者
と
、
協
議
検
討
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

防
災
訓
練
時
に
水
害
を
想
定
し

た
災
害
対
策
本
部
な
ど
、
指
揮
系

統
と
現
場
へ
の
相
互
情
報
伝
達
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。ま

た
、
町
の
地
域
防
災
計
画
の 増

ます

田
だ

光
みつ

利
とし

 議員

防

災

対

策

に

つ

い

て

風
水
害
に
対
す
る
基
本
方
針
は
、

住
民
自
身
を
含
め
て
か
け
が
え
の

な
い
命
を
守
る
こ
と
で
す
。
素
早

い
避
難
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、

日
常
で
の
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

周
知
と
理
解
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

消
防
交
通
課
長

鬼
怒
小
貝
水
防

連
合
体
水
防
訓
練
で
は
、
水
害
を

想
定
し
た
現
場
と
指
揮
系
統
と
の

相
互
情
報
伝
達
や
現
地
訓
練
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
に
は
、
災

害
対
策
本
部
訓
練
と
し
て
実
際
の

災
害
で
起
こ
り
得
る
様
々
な
被
害

情
報
を
処
理
し
、
対
応
方
法
を
検

討
・
判
断
す
る
情
報
処
理
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
土
交
通
省
下
館
河

川
事
務
所
と
の
情
報
伝
達
訓
練
の

一
環
と
し
て
、
鬼
怒
川
の
増
水
を

想
定
し
た
河
川
事
務
所
長
か
ら
野

村
町
長
へ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
訓
練

も
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
情
報
共
有
を

行
う
な
ど
、
連
携
を
強
化
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町

長

令
和
４
年
７
月
１
日

時
点
で
の
町
村
議
会
実
態
調
査

で
は
、
全
国
の
町
村
に
お
け
る

平
均
の
議
員
定
数
は
約
12
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
八
千
代
の
議
員
は
14
名
と
い

う
こ
と
で
す
。
単
純
計
算
す
る

と
、
平
均
よ
り
２
名
多
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
実

に
は
そ
う
簡
単
な
話
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

地
方
議
員
の
役
割
は
、
地
域

の
課
題
を
き
め
細
や
か
に
捉
え

る
こ
と
で
す
。
現
代
社
会
に
お

い
て
は
、
民
主
主
義
に
よ
る
自

治
を
行
う
に
当
た
り
、
な
る
べ

く
多
く
の
人
の
意
見
を
聞
い
た

上
で
、
政
治
行
政
を
行
っ
た
方

が
い
い
と
い
う
の
が
基
本
的
な

考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
議
員

定
数
削
減
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ

れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
近
年
、
近
隣
の
市
町
村
で
、

議
員
定
数
削
減
の
実
績
が
複
数

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
議
会

議
員
の
総
意
に
よ
り
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

私
と
し
ま
し
て
は
適
正
な
議

八

千

代

町

議

会

議

員

定

数

に

つ

い

て

現
在
の
議
員
定
数
は
14
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
町
の
議

員
定
数
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
境
町

が
12
名
、
五
霞
町
が
10
名
、
利
根

町
が
11
名
で
し
た
。
町
の
人
口
に

対
し
て
、
そ
の
人
数
が
適
正
で
あ

る
か
、
議
員
間
で
も
定
数
削
減
の

議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
回
の

議
員
定
数
削
減
は
、
平
成
19
年
10

月
１
日
の
条
例
改
正
に
よ
り
定
数

が
18
名
か
ら
14
名
に
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
町
村
議
会
の
議
員

の
な
り
手
が
大
変
不
足
し
て
い
る

こ
と
も
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
り
手
不
足
の
原
因
は
、
住
民
の

関
心
が
低
く
活
動
の
内
容
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
、
兼
業
の
禁
止
、
低

い
議
員
報
酬
の
３
つ
が
一
般
的
に

は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
定
数
の
削
減
は
議
員
の
身

分
を
失
う
こ
と
も
あ
り
、
重
要
な

案
件
で
も
あ
り
ま
す
。
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

宮
みや

本
もと

直
ただ

志
し

 議員

員
定
数
に
つ
い
て
は
議
会
で
き
ち

ん
と
話
し
合
い
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
住
民
の
方
に
説
明
し
、
理
解

を
得
る
と
い
う
形
が
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

私
か
ら
議
員
定
数
削
減
に
つ
い

て
提
案
す
る
場
合
は
、
行
政
改
革

上
、ど
う
し
て
も
必
要
な
ケ
ー
ス
、

あ
る
い
は
活
動
内
容
と
経
費
負
担

が
著
し
く
合
致
し
な
い
ケ
ー
ス
と

考
え
て
い
ま
す
。

デマンド交通の
八菜まゎ～る号
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去
る
６
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
会

議
員
研
修
視
察
の
た
め
静
岡
県
長
泉
町
、
函
南
町
方

面
を
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

全
国
的
に
少
子
化
や
人
口
減
少
問
題
が
叫
ば
れ
る

中
、
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
、
人
口
増
加
に
繋
げ

て
い
る
長
泉
町
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

長
泉
町
は
、
充
実
し
た
「
子
供
医
療
費
支
援
」
「
学

校
支
援
施
策
」
「
子
育
て
支
援
施
策
」
を
展
開
し
、

平
成
２
年
に
は
約
３
万
３
千
人
だ
っ
た
人
口
が
、
令

和
４
年
に
は
約
４
万
３
千
人
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
社
会
動
態
に
よ
る
人
口
増
の
み
な
ら
ず
、
自
然

動
態
に
よ
る
人
口
増
を
目
指
し
た
取
り
組
み
は
、
子

供
を
産
み
育
て
、
そ
し
て
長
く
住
み
続
け
た
い
町
と

し
て
住
民
か
ら
も
支
持
さ
れ
て
お
り
、
２
０
４
０
年

の
静
岡
県
に
お
い
て
唯
一
人
口
が
増
え
る
と
推
計
さ

れ
「
奇
跡
の
自
治
体
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
官
民
連
携
複
合
施
設
「
フ
レ
ス
ポ
長
泉
」

内
に
整
備
さ
れ
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
児
童

館
の
機
能
を
併
せ
持
つ
、
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
「
パ

ル
な
が
い
ず
み
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
施
設
の
中
に

は
プ
レ
イ
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

や
親
御
さ
ん
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

一
時
保
育
や
育
児
相
談
な
ど
様
々
な
子
育
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
、
八
千
代
町
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
少

子
化
対
策
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
有
意
義
で
実

り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

◇
議
会
議
員
研
修
視
察
報
告

産業建設常任委員会委員会
紹介

議
案
、
請
願
、
陳

情
等
の
審
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

八
千
代
町
議
会
で

は
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
の
定
数

は
４
人
と
さ
れ
て

お
り
、
主
に
定
例

会
中
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

ってどんな委員会？

会議の様子

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
八
千
代
町
議
会
に
設
置

さ
れ
て
い
る
三
つ
の
常
任
委
員
会
の
一
つ
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
町
の
道
路
に
関
す
る

こ
と
、
農
業
・
工
業
・
商
業
等
に
つ
い
て
の
調
査
及
び

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施

設
見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
各
種
団
体
や
学
校
の
社

会
見
学
に
お
取
り
入
れ
く
だ

さ
い
。

次
の
定
例
会
は
12
月
に
行

い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
を傍

聴
し
ま
せ
ん
か
？

議
会
事
務
局

℡

０
２
９
６
‐
48
‐
１
１
１
１

（
内
線
４
１
１
０
）

問

議場は役場４階にあります

研修視察の終了後に 研修の様子
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八
千
代
の

秋
ま
つ
り

【主　　　催】八千代の秋まつり企画運営委員会
【後　　　援】八千代町／八千代町教育委員会
【問い合わせ】
八千代の秋まつり企画運営委員会事務局
八千代町教育委員会生涯学習課
○ステージ・屋外イベント
　生涯学習係　℡ 0296-48-0888
○作品展
　文化係　　　℡ 0296-48-0525
○公民館内イベント
　公民館係　　℡ 0296-48-1515

▼ 詳細はこちら ▼

町ホームページ

やちよエコクラブと
八千代町庭木クラブが会場を整備

　秋まつり会場の整備のため、９月 30 日にやちよエコ
クラブ（秋山まゆみ代表）が花壇の花植えを、10 月６
日に八千代町庭木クラブ（岩田徳昭代表）が公民館の庭
木の剪定を行いました。

花植えの様子 庭木の剪定の様子

�����11�/25土
王様戦隊

キングオージャーショー
①午前 11時 30 分～��②午後２時 10分～

ガンバレルーヤ

アイロンヘッドＺＡＺＹ

秋秋

笑
顔
つ
な
が
る

ふ
れ
あ
い
の

秋
ま
つ
り

�����11�/26日
場　所　　　中央公民館・総合体育館・役場庁舎前

―――　作��品��展　―――
11�/�24金�～��26日
午前９時～午後４時

総合体育館メインフロア

２
０
２
３

さまざまな体験ブース、ステージ発表、こどもフェスティバルなど、
他にも楽しい内容が盛りだくさん！

よしもと
お笑いライブ

午後２時～

観覧
無料




